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持

会

お
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や

み

｛
平
成
二
十
八
年
一
月
月
～
三
月
｝

生
前
中
の
ご
労
苦
を
謝
し
、

　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

遊

林

言

　
　

一
月
二
十
五
日　

故　

下
里　

初
正
様　

八
十
三
歳　

一
色
新
町

    
二
月    

四
日　

故　

牛
島　

里
路
様　

八
十
九
歳　

東
区
徳
川

　
　

三
月　
　

六
日　

故　

高
橋
日
名
子
様　

七
十
六
歳　

江　

松

編
集
・
発
行
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  項目　　　  　   　決算額　　　項目　　　　決算額
会費　　　　　　689,000   損害保険料          254,260
墓地冥加金　　　244,000   弔問香料                62,400
前年度繰越金　    236,078   消耗品費                87,250
利子収入                      150   役員会費                32,292
満期返戻金         3,000,000  宗費賦課金          128,500
                                              教化費                             0
                                              諸会費               　 15,000
                                              整備営繕費           187,000
                                              積立金　　        3,000,000 
 収入合計          4,169,228     支出合計          3,766,702

歳入の部 歳出の部

平成 28 年度へ繰越　402,526 円（歳入合計 - 歳出合計）

本年も護持会会費（１口 2,000 円）をよろしくお願いい

たします。

去
る
三
月
十
八
日
護
持
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
左
記
決
算
書
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

自 2015. 1. 1.

至 2015.12.31.

　
桜
の
開
花
宣
言
が
、
例
年
よ
り
早
い
三
月
一
九
日
に
名
古
屋
で
は

出
さ
れ
ま
し
た
。
暖
冬
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
の
寒
さ
で
開

花
期
間
が
い
つ
も
よ
り
長
く
な
り
そ
う
で
す
。
長
く
楽
し
め
る
の
は

あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
寒
暖
の
差
が
激
し
く
桜
も
咲
こ
う
か
迷
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
い
よ
い
よ
別
院
で
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
が
勤

ま
り
ま
す
。
次
頁
に
日
程
の
一
部
を
記
載
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も

講
演
会
等
種
々
行
事
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
別
院
ま
で

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
本
願
念
仏
の
教
え
に
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

仏
縁
は
待
っ
て
い
て
も
で
あ
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
宗
祖
の
御
遠

忌
は
五
〇
年
に
一
度
の
貴
重
な
機
会
で
す
。
平
穏
な
世
の
中
で
な
け

れ
ば
仏
事
も
勤
ま
り
ま
せ
ん
。
出
あ
え
る
喜
び
に
感
謝
し
ま
す
。

　
し
か
し
ま
た
も
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
連
続
爆
弾
テ
ロ

事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
多
く
の
死
傷
者
が
出
て
悲
惨
な
事
件
で
す
。

今
回
は
日
本
人
の
重
傷
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
心
配
で
す
。

　
同
じ
宗
教
を
語
り
な
が
ら
、
片
や
御
遠
忌
、
片
や
テ
ロ
事
件
で
は

複
雑
な
心
境
に
な
り
ま
す
。
宗
教
と
は
「
畢
竟
依
」
と
も
い
わ
れ
て

命
を
ま
っ
と
う
す
る
、
生
き
る
「
拠
り
所
」
の
は
ず
で
す
。
犯
人
ら

は
イ
ス
ラ
ム
の
名
を
語
る
武
装
集
団
で
す
。
政
治
的
に
宗
教
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
中
東
は
石
油
資
源
も
豊
富
に
あ
り
、
以
前
よ
り
欧
米

に
利
用
さ
れ
、
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。
怨
憎
の

連
鎖
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
お
釈
迦
さ
ま
は
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　「
実
に
こ
の
世
に
お
い
て
は
、
怨
み
に
報
い
る
に
怨
み
を
以
て
し

た
な
ら
ば
、
つ
い
に
怨
み
の
息
む
こ
と
が
な
い
。
怨
み
を
す
て
て
こ

そ
息
む
。
こ
れ
は
永
遠
の
真
理
で
あ
る
。」『
法
句
経
』
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東別院空撮

本堂

外陣より

対面所２階

対面所１階

本
堂

対
面
所

山
門
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佐
野
　
明
（
江
松
）

川
　
柳

正
信
偈
に
学
ぶ

第
二
十
一
回

読
み
方 

天
親
菩
薩
の
論
、
註
解
し
て
、
報
土
の
因
果
、
誓
願
を
顕
す
。
往
還
の
廻
向
は
他

力
に
よ
る
、
正
定
の
因
は
唯
信
心
な
り
。

曇
鸞
大
師
の
著
わ
さ
れ
た
『
浄
土
論
註
』
は
、
龍
樹
菩
薩
、
天
親
菩
薩
の
浄
土
の

教
理
を
整
理
さ
れ
て
無
量
寿
を
教
え
る
浄
土
教
の
基
盤
を
確
立
さ
れ
た
。
他
力
の

信
心
に
随
順
す
る
こ
と
を
顕
か
に
さ
れ
た
天
親
菩
薩
を
讃
え
て
書
か
れ
た
の
が
『
浄

土
論
註
』
で
す
。
往
相
回
向
と
は
私
た
ち
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
、
ま
た

還
相
回
向
と
は
浄
土
に
往
生
し
た
人
が
娑
婆
で
迷
う
衆
生
に
は
た
ら
き
か
け
を
す

る
こ
と
。
往
く
こ
と
も
難
し
い
の
で
す
が
、
ま
し
て
や
還
る
こ
と
な
ど
私
た
ち
に

は
望
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
を
阿
弥
陀
の
本
願
は
他
力
の
本
願
力
を

差
し
向
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
の
れ
の
は
か
ら
い
を
捨
て
て
、
本
願
に
帰
す
こ

と
こ
そ
が
大
切
だ
と
曇
鸞
大
師
は
言
わ
れ
ま
し
た
。

概　

略

何
も
か
も
　
話
せ
た
友
は
　
風
に
な
り

愚
痴
一
つ
　
言
わ
な
い
母
の
　
背
が
丸
い

血
圧
も
　
妻
の
機
嫌
で
　
上
下
す
る

天

親

菩

薩

論

註

解

報

土

因

果

顯

誓

願

往

還

廻

向

由

他

力

正

定

之

因

唯

信

心

東
別
院
と
御
遠
忌

六
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
。
こ
の
法
要
ま
で
木
造
建
築
の
立
派
な
本
堂
で
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
四
五
年
三
月
十
二
日
の
空
襲
で
東
門
を
除
き
、
す
べ
て
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
木
造
の
本
堂
を
見
て
み
え
る
方
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
本
堂
再
建
工
事
は
戦
後
復
興
の
只
中
に
あ
っ
た
一
九
五
八
年
、
総
工
費
五
億
円
の
予
算

で
し
た
。
工
事
が
始
ま
っ
た
翌
年
に
は
、
東
海
地
方
は
未
曾
有
の
伊
勢
湾
台
風
に
襲
わ
れ

ま
し
た
。
特
に
尾
張
南
西
部
で
の
被
害
は
甚
大
で
、
門
信
徒
四
千
名
以
上
の
死
者
、
行
方

不
明
者
。
浸
水
を
含
む
被
災
寺
院
も
五
百
ケ
寺
余
り
を
出
し
ま
し
た
。
再
建
工
事
も
一
時

停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
一
九
六
二
年
本
堂
落
慶
、
入

仏
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
堂
内
荘
厳
、
山
門
、
青
少
年
会
館
、
教
区
会
館
、

対
面
所
、
中
門
等
七
億
円
の
予
算
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
復
興
期
に
「
単
な
る
昔

の
大
伽
藍
の
再
現
で
な
く
、
従
来
の
古
い
固
陋
な
仏
教
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
な
く
、
現
代

社
会
の
若
い
人
に
生
活
の
核
心
と
生
き
る
よ
ろ
こ
び
を
獲
得
し
て
も
ら
い
、
足
取
り
軽
く

社
会
生
活
に
精
進
し
て
も
ら
う
再
建
で
あ
る
」
と
復
興
の
意
義
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
諸
殿
の
整
備
も
終
わ
り
一
九
六
八
年
宗
祖
七
百
回
御
遠
忌
が
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
山
御
遠
忌
後
（
一
九
六
二
年
）、
全
宗
門
の
総
力
を
挙
げ
て
同
朋
会
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
阿
弥
陀
仏
の
教
え
を
学
ぶ
者
は
『
御
同
朋
』(

共
に
学
ぶ
尊
い
存
在)

で
あ
り
、『
御
同
行
』(

共
に
道
を
歩
ん
で
い
く
存
在)

で
あ
り
ま
す
。そ
こ
に
は
貴
賎
の
差
や
、

年
齢
、
国
籍
、
知
識
の
差
な
ど
は
な
く
、
た
だ
阿
弥
陀
の
も
と
に
共
に
歩
む
仏
弟
子
と
し

て
親
鸞
聖
人
は
周
り
の
方
を
大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
親
鸞
聖
人
の
精
神
に
う
な
ず
き
、

共
に
仏
の
教
え
を
聞
き
学
ん
で
い
こ
う
と
す
る
集
ま
り
」
と
し
て
の
学
び
の
場
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
機
運
の
中
、
名
古
屋
の
御
遠
忌
は
営
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
御
遠
忌
で
は
、
大
き
な
建
物
の
新
築
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
既
存
の
諸
殿
の
外

壁
塗
装
を
中
心
に
、
対
面
所
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
大
き
な
事
業
で
す
。
二
階
対
面
所
の
椅
子

化
と
一
階
事
務
所
部
分
の
改
装
で
す
。

　
ま
た
、山
門
前
に
荘
川
か
ら
頂
い
た
「
荘

川
桜
」
を
植
樹
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

だ
苗
木
で
す
。
次
回
の
御
遠
忌
に
は
立
派

な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

東
別
院
は
一
六
九
〇
年
、
尾
張
の
地
に
本
願
念
仏
の
み

教
え
を
伝
え
る
道
場
と
し
て
本
山
第
十
六
代
門
主
、
一
如

上
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
す
。
尾

張
藩
主
、
徳
川
光
友
公
よ
り
織
田
信
長
の
父
信
秀
の
居
城

「
古
渡
城
」
の
跡
地
一
万
坪
の
寄
進
を
受
け
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
以
来
、
約
三
百
年
余
に
わ
た
り
、
東
別
院
は
尾

張
の
人
々
の
信
仰
を
仰
ぎ
、
広
く
「
御
坊
さ
ん
」
の
名
で
呼
び
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
四
五
年
三
月
十
二
日
の
名
古
屋
空
襲
に
よ
っ
て
別
院
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
戦
後
の
混
乱
も
治
ま
っ
た
一
九
六
二
年
、
尾

張
門
徒
の
総
力
を
あ
げ
て
現
在
の
本
堂
を
再
建
し
、
い
ま
に
そ
の
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
を
御
遠
忌
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

　

別
院
の
過
去
の
御
遠
忌
の
歴
史
を
見
る
と
、
い
か
に
御
遠
忌
に
向
け
て
僧
俗
一
体
と

な
っ
て
「
名
古
屋
御
坊
」
を
相
続
し
て
き
た
の
か
。
先
人
た
ち
の
ご
苦
労
が
結
集
さ
れ

て
い
ま
す
。
初
め
て
本
御
堂
の
建
立
の
際
に
は
、
尾
張
門
徒
の
み
な
ら
ず
、
美
濃
、
三

河
門
徒
に
ま
で
勧
募
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
当
初
計
画
で
は
東
西
二
十
五
間
、
南
北

二
十
二
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
東
西
十
七
間
、
南
北
十
三
間
半
と
縮
小
さ
れ
て
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
名
古
屋
城
下
も
整
備
途
上
で
、
勧
募
も
予
想
に
反
し
て
芳
し

く
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
尾
張
門
徒
ば
か
り
で
な
く
、
美

濃
、
三
河
門
徒
に
も
募
財
の
お
願
い
を
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
完
成
を
見
た

の
は
十
二
年
後
の
一
七
〇
二
年
で
す
。
八
年
後
の
一
七
一
〇
年
に
親
鸞
聖
人
四
五
〇
回

御
遠
忌
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。
諸
殿
も
整
っ
た
一
七
六
〇
年
に
は
宗
祖
五
百
回
御

遠
忌
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
文
化
文
政
年
間
（
一
八
〇
五
年
～
二
三
年
）

当
初
計
画
さ
れ
た
東
西
二
十
五
間
、
南
北
二
十
三
間
の
二
重
屋
根
の
本
堂
が
再
建
さ
れ

な
し
た
。
名
古
屋
城
下
の
繁
栄
に
よ
り
御
坊
や
末
寺
も
順
調
に
発
展
し
、
門
徒
が
参
集

す
る
に
は
手
狭
に
な
っ
た
の
で
一
回
り
大
き
く
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
一
八
四
三

年
に
宗
祖
五
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
。
一
八
六
五
年
六
百
回
御
遠
忌
法
要
。
一
九
二
一
年

御
遠
忌
の
日
程

四
月
二
十
二
日
（
金
）

○
ほ
と
け
の
子
御
遠
忌
法
要
　
午
前
十
時
～

○
同
朋
の
つ
ど
い
「
坊
守
会
」
午
後
一
時
半
～

四
月
二
十
三
日
（
土
）

○
子
ど
も
御
遠
忌
お
泊
ま
り
会
　
十
二
時
～

○
青
少
年
の
集
い
　
　
　
　
　
午
前
・
午
後

四
月
二
十
四
日
（
日
）

○
子
ど
も
御
遠
忌
お
泊
ま
り
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
レ
ー
ド
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
法
話

○
音
楽
法
要
　
　
　
　
　
午
後
二
時
～

○
別
院
て
づ
く
り
縁
市
　
　

四
月
二
十
六
日
（
火
）
～
五
月
一
日
（
日
）

伝
統
法
要

「
晨
朝
」　
午
前
六
時
半

「
日
中
」　
午
前
十
時
　

「
逮
夜
」　
午
後
二
時
　

　
　
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
前
に
本
堂
に
お
入
り
下
さ
い

※
舞
楽
（
四
月
二
十
九
、三
十
日
、
五
月
一
日
）

※
御
満
座
法
要
は
午
前
十
一
時
　
稚
児
行
列
あ
り
ま
す

・井上雄彦氏作　屏風『親鸞』展示会

・小林憲明氏　「ダキシメルオモイ」展

　　　　　　　　　　　　於 . 対面所

『
親
鸞
聖
人
と
尾
張
門
徒
』

展
示
会

全
日
開
催
い
た
し
ま
す
。

私
ど
も
二
十
六
組
の
御
消
息
・
ご
絵
像
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

◎詳細は東別院ＨＰ「お東ネット」にて検索してください

於
、
教
務
所
議
事
堂

昨
秋
、
荘
川
か
ら
頂
い
た
「
荘
川
桜
」
も
芽
吹
き
ま
し
た

左

蓮ちゃん

中

千鶴ちゃん

右

オケゾッくん

前期三日間


